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論文内容要旨
 歯種膜緯織は咬合力や曝鶴力などの機械的負荷に常にさらされながら高い恒常性を保っている特異的な緯織
 である。一般的に,懇織に外的機械的刺激が与えられた場合,それに応じた継織の反応が引き起こされるが,
 この過程において核内の転写調節霞子が重要な役割を持つと考えられている。歯根膜継織においてもこれらの
 雷干が機械的負荷に速やかに対応する上で役割を撞っていることが予想されるが,ヒト歯根膜線維芽細胞にお
 ける機械的刺激負荷時のこれら転写調節揖子の関わりについては,殆ど報告がみられない。
 そこで今回の研究では,とトの薮去歯から歯根膜組織の主要構成緯織である歯根膜線維芽綴胞を採取し,Pri一
 瓢arycuit蟹eを行い,魏か伽。において短鰯閣の周期的伸展力負荷後,転写調節園子の中でも特に骨代謝に関
 連が深いと考えられているCイosの搬RNAの発現の変化について調べるためRTぞCRを行った。その後,
 PCRpro伽ctsを電気泳動し,M簸i獄ageによりバンドの濃さの数値化を行い,ANOVAによる有意差検定
 を行った。また,緬胞分化の指標としてAlk諏撫ep簸os仙飢aseと基質蛋白(Typdco簸geR,Type皿coi1掛
 ge簸,M農trlxGia-prote加,()steonecct量簸,Osteopoηt呈n,( steocalcln)についても澱RNAの発現の変化につい
 ても同様に解析を行った。
 その結果,周期的伸展力負荷により,畢期に短期間の。{osエnRNAの発現が負荷後30分後にピークを持っ
 て誘導された。しかしながら・Alka恥e画osp泌taseと基質蛋白の搬RNA発現レベルには,有意な変化は認
 められなかった。
 これらの結果により,歯根膜緯織が機械的刺激に灯して応答する過程にC一至OSが関与していることが示唆さ
 れた。この機械的粥激により誘導される。一{os鶏RNAの発現は歯根膜線維芽綴胞の増殖あるいは分化に関わ
 るものと考えられるが,これらの変化に引き続いて歯根膜組織がどのような応答を起こし,また。一{os灘RNA
 の発現の上昇はその応答にどのように関わるのかについては,さらなる検討が必要であることが示唆された。
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餐審査結果要旨
歯周組織は機械的
応されたときに歯
に生じ,他の骨組
を果たしていると
報告されているが
の遺伝子発現パタ
を担う。しかしな
ど報告がなく,未
跳の初期応答にお
多くの転写因子の
を行ったヒト歯根
い,最長6時間の
発現レベルの解析
collagen,MatrixG
適切な手法を絹い
伸展力負荷群では
過性の上昇を示し
 析範囲内では綴胞分化の指標とし
以上本論文は,歯根
関与とその発現パ
や骨基質蛋白の遺
 答の増殖や分化に関連している可能性を考察している。
本研究成果は,機
ベルでのシグナル
 学の発展に寄与するところ
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